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昭和52年度~昭和54年度

九州工業大学責善会自動車部
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( :~::~:!] 
1 980年代を迎えて近頃考えたこと

部長藤原

(心屈学教授)

r "一日生きる ζ とは、一歩進む乙とでありたし~，

実際、私は普からずっと今日の一日 11:、伺がしかでも進みたいと思いはがら

生きてきた。

ととろで進むとか進歩するとかいうのは、 一体何が進歩するのか。 (中略)

今後の人類は目先の結果だけで往く、先々までよく脅えてから行動しなければ

ならない。人類全体としても個人個人も、叡知を働かせて、何が本当の進歩で

あるかを見きわめなければならない。』と、乙れは湯川秀樹博士がある随組集の

中fL~かれている言葉である。

"進歩することと、何が本当の進歩であるかを見極める乙と H は、今日の科学

技術にたずさわる人々がなさねばなら芯い大切'"c.とではあるまいか。

大学の学園生活を振り返って見ょう。ある大学の相談室の調査によると、目

標をもたないとか見失なっている学生の多くは、留年又は退学をしていく例が

多いと報告している。

我々の学閣の中にも ζ うした例がないと言い切れるだろうか。果して自動車

部はどうなのだろうか。幸い私は部貝の巾に流れに流きれて、主体性のないま

まに部生活を送っているものは少いと信じている。

しかし、もう一歩深く突き進んで考えてみよう。

時代が移り夏、り部生活の内容も変った筈だが、年中行事lとも、新しきも創造

性色感じさせられなし、。伝統を守り、引きつぐのはすばらしい乙とだ。しかし

今日の学生が今日 ILしか出来ない行事が つ位い、生れて来てもよいのではな

いか。それも自分遠の大学の特質にかかわるようなものが生み出されてもよい
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のではないか。

自動車部も苦と災り進歩した筈だが、何が進歩したのか、進歩とは何か、生

きるとは何か、本物とは伺なのか、考えてみてはどうだろう。そ ζから何か本

質的なもの、創造的なものが生み出されるのではないかと思えてならない。

主将あいさつ

主将高須賀 (機U3 ) 

我自動南部は、古善会創立以来の長い伝統を持ち、現在では部貝数も 60名

を越える体育系liit大のサーク Jレです。

その活動ILおいては、春の遠征、スカベンジャー ・ドライブコンテスト、フ

ィギュア、 ラリー、整備等の各方面K実力を発揮しております。特に履近では、

フィギュアで全九戦上位人貨を史たし、またラリーにおいても、中生ラリ ー、

社会人ラリーとその活躍の場を広げております。そして今年で第 17回を迎え

るK1Tナイトラリーは、あまりにも有名となっています。日常活動において

も、競技のみに留らず有意義な団体生活を送っていると言えるでしょう。

乙ういった活動の反面、閣内事柄規制、ガソリン値上げ、ラリー批判といっ

た問題11:直面しているのも事実です。1:1:で孜々がもう 一度見直さむければな

らないのは、 「安全運転」という自動車部本来の姿です。我々が「車」を扱う

以上、社会的責任がのしかかってくるのは当然の'lJです。 乙のIj]を部員一人一

人が絢K刻み、今後いっそう部の発展に寄与して行きたいと思っています。

巌後民、自動中部を ζEまで育てて下さった藤原部長並びK先輩諸氏IL部員

一同深〈感謝致します。

-2-

＜目次へ戻る＞



幹 部 紹 介

監管 大原

下宿住まいのとき、いつも乗ってきていた FTOは

自宅住まいKなった今では、ほとんど見られない。

たよりない幹部をいつもピ y クリしたような顔で、あ

たたかく見守ってくれたガマ ンの人。

主将 高須賀

個性の強い幹部の中で肢も伺性の強い人で、独断と

偏見で部をひっぱっていき、いつも絢をはっていて、

債もえらそうなE置をしていた人。

則将悲フィギュア 藤本

通弥フ きんと呼ばれ、自動車部の1ft行語の源。

顔K似あわず、あり余るほどの単位をとっていて、水

戸黄門の歌を得意としている。

面目将液ガソリン会計 須 麓

九州連征のとき、どのユースホステルのばつゲーム

でも最後まで残り、ユースのスターになった人。

愛車サニ GXK乗るスピード狂。

3-
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¥iI 

.J}記島村

朝まるで弱い秀チャン。遺征のとき「禿チャ J起き

なさい。」と起乙されて、 「きょうは、休み。」と寝てし

まったのは、あまりにも有針。

会計 武藤

太っている ιとと、いつも!1:や!Lや笑う温和な性約

から、太っ脱会計といわれる。

藤原杯初優勝はど近頃ラリ-11:のっている。

ラ'J一委口長 三原

赤のラノサーoS R!C乗り、社会人ラリーにもよく

出場しているのだが、 人11したといううわさは 一。

K ITナイトラリ ーの試定には大活蹴。

整備委貝長 山口

一風変った声と底iで、他の部員にせまってくる。

いつも藤原杯ラリーには、一年と参加し、みんなの同

tiJをさそっている。
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体育幹事会 徳永

ノーマルFTOで、ダートを走り回るのが大好き。

オイルパノを押U;る腕前は天下一品。

連盟連絡委員 石井

自動車部のあいざき進也。

この人の声を聞くと、男でもムラムラッとくる。

個性の強くないのが、 Eの人の倒性で品る。

OB連絡委員 石総

焼肉食い放題の王者。

己の人が焼肉屋に現われると、お庖の人がまっさお忙

なります。いまだかつて、自動車部で乙の人の食欲IL

か伝う人はいませんでした。

OB連絡委貝 山本

前々幹部の帆足きんによく比較される自動車部の紅

一点。永遠の処女。

-5ー



部 車 紹 介

一

32J
J
f
 

、~

いす Vジェミニ LT (51年式)

走行距熊 37671.8帥

車検 55年 8月

--ー-ー

いすずエルフ ( 4 9年式)

走行距雌 4 9 6 5 1.0伽

車検 55年 6月
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一一 .f..!-;:;;: ， ・・圃-←ブ
4・・・・ -ー.~ー一一一一一一一一一ーーマーー『白血- ーコ=ュ個ーーー
} 

.圃司闘訓‘

スパル 13000 (45年式〕

走行距般 84909.2同

車検 55年 7月
伊東 先競(22年卒)より寄嫡

-X-.一

4・聞'回開--... 測-..._ r---

ギャランoS (46年式)
走行距厳 84 355.0師

車験 56年 6月
浜田 先輩(4 8年卒)より寄胞

(走行距雌は、 55年1月現在の距雌です。}

一

以上の車は車検がa，り、ラリ 、スポンサーまわり、遠征でおもは宿腕しています。

他iζ フィギ s ア練習 i~ (車検なし)としてエルフ、セドリタク(スペシャル 6)、 4ドアコロナ

( RT 40)、ファミリア、ブルーパードSSS(510)2台があります。
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試

昭和 52年度

i込
1=1 

1 第 18回全九フィギュア選手権大会

男子団体戦九工大Aチーム 9位

成 績

九工大 企チーム 早田、四辻、観本、坂田

九工大 Bチーム 石田、松元、中村、太田(大)

小型乗用 :早田 ・9位、 石田 ・減点オーバー

普通乗用 :四辻 ・障害物接触、松元 ・タイムオーバー

小型貨物 :般本・タイムオーバ一、中村 ・タイムオーバー

大型貨物:坂田 ・タイムオーパ一、太田(大)・タイムオーパー

昭和 53年度

1 第 13回全九新人戦フィギュア

男子団体戦九工大Bテーム 8位

九工大Aチーム 徳永、府内、藤本、山口

九工大Bチーム 島村、福J11、光成、 三原

小型乗用 :島村 ・7位、徳永 ・13位

普通乗用 :福)11・1位、府内 ・障害物接触

小型貨物 :藤本 ・12位、光成・接税オーバ一

大型貨物 :三原 ・7位、山口・ 9位

-8-
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Z 第 19回全九フィギュア選手権大会 6月 18日

男子団体戦

順位 大 学 名 小型乗用 普通乗用 小型貨物

1 福岡大学 A 169 207 125 

2 大分 大学 128 127 202 

3 九州大学 B 192 140 125 

九州工業大学A 196 209 275 
8 
九州工業大学B 261 358 四輪脱

九工大且チーム 石田、福川、中村、 三原

九工大Bテーム 島村、太田(敏)、藤本、山口

小型乗用 :石田 ・9位、 島村 ・10位

普通乗用 :福川 ・6位、 太田(敏)・12位

小型貨物 :中村 ・9位、藤本 ・四輪脱

普通貨物

87 

172 

183 

減 点
オー パー

タイム
オーパー

普通貨物 :三原 ・減点オーバ一、山口・ タイムオ パー

a 第 17回全九州学生ラリ 7月 29・30日

熊本 ・阿蘇周辺 250帥

九工大 Aチーム ジェ EニLT

石田、島原、福川、中村 オープン参加

九工大 Bチーム スプリ ンター 1400SL

太田(大)、大原、岩尾、淵上 5位

4 全日本学生自動車連盟整備大会 名古屋於

選手名 太田(大)、大原、淵上、武藤、徳永

出場校男子 63校中包 6位で予戦通過、本戦 25位

-9ー
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昭和 54年 度

1. 第 14回全九新人戦フィギュア

男子団体戦

順位 大 学 名 小型乗用

1 鹿児島大学 A 128 

2 大分大学 240 

3 九州大学 A 293 

九州工業大学A 435 
6 
九州工業大学B 717 

普通乗用 小型貨物

173 218 

143 346 

145 473 

144 
タイム
オー パー

タイム
106 

オー パー

九工大 Aチーム 石井、武藤、寺田、尾辻

九工大 Bチーム 白水、浦田、川村、畠中

小型乗用 :石井・ 10位、白水・ 13位

普通乗用 :浦田 ・1位、武藤 ・7位

普通貨物

112 

231 

109 

426 

289 

小型貨物 :寺回 ・タイムオーバ一、川村 ・タイムオーパー

普通貨物:自中・ 12位、尾辻 ・14位

Z 第 20回全九フィギュア選手権大会 6月 24日

男子団体戦

順位 大 学 名 小型乗用 普通乗用 小型貨物

1 

2 

3 

8 

西南大学 A 11 7 274 45 

福岡大学 A 204 313 79 

九州産業大学 131 275 408 

九州工業大学B 293 422 334 

九州工業大学A 193 
タイム

357 
オー パー

九工大且チーム 島村、武藤、藤本、 三原

九工大 Bチーム 徳永、浦田、寺田、 山口

-10-

普通貨物

306 

183 

357 

減 点
オー バー

障接害物触

総減点

631 

966 

1026 

総減点

742 

779 
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小型乗用 :島村 ・9位、徳永 ・14位

普通乗用 :浦凹 ・8位、 武藤 ・タイムオ パ

小型貨物 :藤本 ・10位、 寺田 ・11位

普通貨物 :三原 ・障害物接触、山口 ・減点オーパー

a 第 18回全九州学生ラリ ー 7月28・29日

大分周辺 200師

九工大Aチーム ジェ ミニ LT

山口、鳥村、武藤、徳永 1 5位

九工大Bチーム ランサーGSR

三原、石井、 山本、 大野 リタイヤ

九工大Cチーム スプ リンタ ー 1200SL

島原、川村、畠中、小野 1 4位

4 全日本学生自動車連盟整備大会 八王子市於

選手名 山口、武藤、三原、徳永、白水

出場校男子 62校中 30位で予戦不通過

尚、予戦通過は 29位まで
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フィギュアにて恩、うこ と

福 川 (環境4) 

客観的な見方をすれば、 「自動車

部」というのは実に格好がよく 、多

ぜいの人たちが憧れ、入ってみたい

と思うクラブの 1つであるように恩

われます。笑は私も Lのような単純

伝動機で入部してきたわけで、初め

は自動車部とはい ったい何をするの

かよくわからず、月並みの惣像をす

る程度でした。だから、 1年の乙ろ

は、先輩からやれと 言われた ζ とを

素直にやるだけで、い ったいど うい

うふうなととで今やらされているの

かよ くわから伝いといった乙とも何度かあ ったような気がします。

しかし今振りかえってみると、いい経験になり、クラブIL入っていてよかっ

たと思える ζとが数多くあります。特ILフィギュアの練習などは私にとって最

もt:t重な経験でした。フ ィギュアという競技を知ったのはやはり 1年に入った

ばかりの頃で、初めは"カンH とか"セツ H とか言いながらいったい伺しよう

とかいなと思ったものですが、それがあの苦しい合宿につながり 、新人戦で個

人優勝できょうとは夢にも恩わなかった乙とです。ちなみに試合当日の乙とを

思い出 してみますと 、あの時は本当に幸運だったようです。 フィギュアの試合

は一発勝負でやりなおしがきかないから一度失敗したらおしまいで、その点、

私の場合は、順番が辰後だったから、競技内容に関する情報が少uからず入っ

てきて、創と楽IL試合IL臨めました。また、私は性格的に荒く、 Hンビ7"に

やるべ きと ζ ろも多少雑にやってしまうという欠点があって、その観点か らす

ると、競技内容がかf.J:りむつかしかったという乙と色勝因にっとよがったと思わ

-12ー
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れます。相対的に容易なものであ ったならば、練習量の豊富な他校の人たちの

方がずっと早〈 、確実にゃれたはずでしょうから。

乙うしてみると、幸運というのは試合に勝つためKは少なからず関係してく

るように思われますが、そういったも のは全くの水物で期待するほどのも ので

は芯く、本当に大事なのは、毎日毎日練習して実力の向上をはかる乙とだと思

います。それがあ っての幸運と逆K言えるかも しれません。我々の学校はどう

しても他のことに追われがちで、他校K較べて練習量が少ないから、能率よく

練習しないとよい成績を得る ζ とは困難でし ょう。だから、そのへんをよく考

えて、今の 1・2年生は全員で集中的に、また計画性をもたせてやってもらい

たい。試合K勝つだけが能じゃないと言えばそれまでですが、やはりやるから

Kは勝ってもら いたL、。今後の向上を心から期待しています。

フィギュア新人戦優勝

浦田 (機 12 ) 

自動車部の門を くぐると、そこは

フィ ギュアの季節だった。入部して

すぐ、フ ィギュアの 7の字も知 らな

いまま、合宿K参加していた。あれ

から 1年が過ぎ、ついに練習の成果

を発郊できる時がきた。それは、全

九州フィギュア大会新人戦だ。

熊本氏若くと、空は抜ける様な脅

さで、体調 もまずまずだった。車は

黒のセ ドリシヲ。 乙の車は、以前九

大で練宵 した時と同 じ車だった。そ

の車は、非常Kハンドルが重たかっ

たので、その事だけが気にかかっていた。とにかく、いつ もの調子で、丁寧に

13-
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運転すればいいんだ、と自分IL言い聞かせていた。

閲会式が終わり、いよいよコース説明が始まる。スタ ー ト位置から、すぐ前

進トレッド、それがたこつぼに続いていて、左側輪と、後二輸を決めて、パッ

クで出る。そのまま、右へ曲がって縦列駐車。次11:ヲラ ンクとスラロームを前

進で抜けてゴール、というものだった。

それからコース検討をした。 もうここから試合は始ま っている。コースをい

かに良〈検討するかで、勝敗が分かれるからだ。そして選手控室で緊張してい

る暇もなく、お呼ぴが島かった。 4番目の出場だったのだ。

ドアを開け、運転席lζすわった。免許証を渡す手が小さく震えている。 しか

し、足は落ちついている。適度の緊援感だ。自に映るものは、トレッドとた乙

つぼの線だけ、頭lζ浮かぶものは何もなく、耳から秒読みの声だけ間乙えてく

る。 5、 4、3、 2、 1、スタート。右の窓から首を出 して、線とタイヤのす

き聞を見ながら、車を動かした。 fこ乙つぼにはいる前にブレーキJ グ。おっと

見かけによ らず良 〈効くブレーキだ。Tここつぼにはいり、初めてハ ンドルを回

す。思ったより軽いハンドルだった。 しかし車にまだ償れていないので動き が

lζぷ L、。一回一回丁寧に切り返してやっと決めの位置に車をつける。 rはい」

と叫ぶとすぐに笛が鳴った。出るのは簡単だった。

それから縦列駐車をクリヤーし、 クランク にはいる。 乙のクラ ンクは、障害

物付きだ。それに当たらないように一回づっ切り返しをして、慎重に抜けた。

乙の乙ろにな るとすでに車に慣れ、最後のスラロームを無事通過し、ゴールし

た。

疲れは全く 感じなかった。 しかし、汗が止めどとfく流れてくる。頭には伺も

なく、とぼとぼと歩いて行くと、みんなの顔が見えた。みんな笑顔で迎えてく

れた。同時!と満足感で全身が満たされた。応援してく れてありがとう。
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昭和 52年度春期遠征 山陰南紀遠征 852.3.19-852.3.28 / 

1 目的

運転技能の向上、 OB・部員同志 ・各大学学友との交流及び各種テスト等を目的とする。

o調査ロードテスト

1) 燃料消費率

2) エンジンオイルの走行距艇による粘度変化

3) ガソ リンスタンド

4) プラク.テス ト

5) 対向車調査

6) 原境調査

7) 道路状況

8) 7/ケート調査 ~ 
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Z 参加l車柄 -いす Yジェミニ 1600LT (部車)

-スバル 1300G (部車)

(福岡三菱より)

3 

-スバルレオーネ 14 00カスタム

.マツダルーテェHT

トヨタ 2 プリンター 14008R

トヨタスプリ ンター 12008Lクーペ

・ニッ サンパイオレフト 1600888-E

.ニッサンサニー 1200デラックス

・ニァサンブル バード 1600888

参加者

隊 長 八木 (金属 4) 

国リ 隊 長 早田 (電子 3) 

コ ス 近藤 (制御 3) 線本

ユースホステル 木場 (電子 3) 山内

O B ぷ~ 石野田 (機械 3) 帆足

整備事柄管理 山下 (機械 3) 坂田

四辻 (工化 3) 

~ 計 舛重 (機械 3) 

記録 ・調査 網国 (情報 3) 

報 道 西原 (制御 3) 

ガ 1 リン 西村 (工化 3) 

救護 ・保健 倉地 (制御 3) 

高橋 ( 0 B ) 本吉 ( 08) 安永

永田 ( 0 B ) 嶋田 ( 08  ) 江頭

三浦 (情 4) 諸橋 (機 4) 中村

大原 (機 2) 松元 (機 2) 府内

光成 (子 2) 太田 (電 2) 福川

太田 (制 2) 孝橋 (金 2) 岩尾

石田 (機 2) 制上 (子 2) 
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(機械 3) 

(環境 3) 

(工化 3) 

(偽械 3) 

( 08  ) 

(金 4) 

(機 2) 

(工 2) 

(環 2) 

(機 2) 



昭和 53年度春期遠征 九州一周遠征 853.3.17-853.3.25 

1 目 的

安全運転の修得、運転技術の向上及び各種テスト等を目的とする。

。調査ロード テスト

1) 燃料消費率

2) エンジン オイルの走行距艇による粘度変化

3)ガソリンスタン ド

4)対向車調査

5)道路状況

6) 国道沿のディーラー

7) プラグテス ト

丸
臼伺
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Z 参加車柄 -いすずジェミニ 1600LT (部車)

・スパル 13000 (部車)

a 

-三菱ギャラン 08 (部車)

参加者

隊

目。 隊

コ

.三菱ギャランOTO

.三菱ギャラン FTO

.トヨタスプリンター 14008L

-ニッサンブルーバード 1600888

.マツダグランドファ Eリア

・ト ヨタスプリン安一 12008L

長 早田 (電子 4) 

長 大原 (機械 3) 

ス 光成 (電子 3) 

ユースホステル 松元 (機械 3) 石田

整備 ・車嗣管理 島原 (金属 3) 太田

福川 (環境 3) 

~ 計 孝橋 (金属 3) 

記 録 調 査 中村 (機械 3) 

写 真 淵上 (電子 3) 

ガ ソ リ ン 岩尾 (機械 3) 

救護 ・保健 府内 (工化 3) 

O B 会 太田 (電気 3) 

近藤 (制御 4) 山下 (機械 4) 

坂田 (機敏 4) 木場 (電子 4) 

石野間 (機械 4) 舛重 (機械 4) 

西村 (工化 4) 倉地 (制御 4) 

高須賀 (機械 2) 須藤 (工化 2) 

武藤 (機繊 2) 島村 (制御 2) 

三原 (環境 2) 石井 (工化 2) 

石松 (情報 2) 山本 (金加 2) 
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槙本

四辻

西原

帆足

藤本

山口

徳永

(機械 3) 

(制御 3) 

(機械 4) 

(工化 4) 

(制御 4) 

(工化4) 

(機械 2) 

(機械 2) 

(電子 2) • 



昭和 54年度春期遠征 中国 ・東梅地方遠征 854.3.22-854.4.2

1 目 的 長距離運転に伴う諸問題の研究と、遠征を通じての部員の運

転技術の向上及び相互聞の親睦を目的とする。

。調査ロードテスト

O 

1 )各事柄燃料消費量測定

2) ガソリンスタンド設置

3) 対向車調査(会社別・ンートベルト・色)

4) 道路状況(制限速度)

5) 国道沿いのデ ィー ラーの設鐙状態

6) オイル調査

7) プラグ調査
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Z 参加車柄 -いす Yジェ Eニ 1600LT (部車)

-スバル 1300G (部車)

-三菱ギャラン GS (部車)

-トヨタカリーナ 1600ST

-トヨタスプリ J ター 1400XL

-ニッ サンサニー 1400GX

-ニ菱ランサー 1400GL

-ニ菱FT01400GL

a 参加者

隊 長 大原 (機械 4) 

画。 隊 長 高須賀 (機械 3) 

コ ス 須藤 (工化3) 

ユースホステル 藤本 (機械 3) 石井 (工化3) 

整 備 山口 (機械 3) 三原 (環境 3) 

~ 言十 武藤 (機械3) 

記 録 島村 (制御 3) 

写 n 徳永 (電子 3) 

O B ~ 石松 (情報 3) 

救 護 山本 (金加 3) 

早田 (電子院 1) 舛重 (機械院 1) 綱田 (情報 4) 

松本 (線械4) 光成 (電子 4) 孝橋 (金属 4) 

太田 (制御 4) 府内 (工化 4) 石田 (機械 4) 

臼水 (電子2) 寺田 (機械2) 中村 (電子 2) 

畠中 (工化2) 阿部 (機械 2) 浦田 (機械 2) 

大島 (関土 2) 大野 (沼気2) 尾辻 (電子 2) 

小野 (電気 2) 川村 (電子 2) 
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九州 一 周 遠 征 記

須藤 (工化3) 

今は昔、一年の夏休み摂性で運転免許を取って初めての長距艇ドライブであ

った。ま だ下手で、同乗者をずいぶんひやっとさ せた乙とであろう。各地方の

風震や方言など僚の楽しみの 1つであるが、宿泊先のユ スも楽 しみの 1つで

あると思っていた。

最初の宿泊先は、長崎の平戸ユースであった。何しろユースなどに泊まるの

は乙れが初めて、まず、ユースにいって申に入り荷物を置いて、ユースの近辺

にくり出し、その辺のス トリートを散歩でもしてやろうと思っていた。と ζ ろ

が、ストリートなどと気のきいたものはど乙にもなL、。まわりは、草がうっそ

うと繁り、 牛がふらふら歩いているしまっ。乙 ζで、自分のユースというもの

の概念がくずれ去った。 ζ うなったらユースの申でフィーパーだ(乙の ζろ乙

の言葉は知られてなかった)。ユースで食事を終えて、 ミーティ J グ、 ζれも

初めての経験。先輩が、前に出て踊っていたのを覚えている。そして、寝床入

り。朝は、何時か覚えていないが、早かったのを覚えている。長崎の街を見た

かったが、次の目的地K向って、平戸を後にした。次の天草ユース、瀬ノ本ユ

ースはあまり記憶に残っていない。

まずいバターンK落ち入ったのは、宮崎のユースであ ったc ミ ティングの

時、みんなでできる簡単伝ゲームで、僕は窓11:反してちょっとしたEスをして

しまった。それを目ざとくみつけたゲームの進行人花、僕の他数人が輸の中央

児呼び出され、罰ゲ ムを強いられた。両手で両足を持って、端から端まで競

争するものであった。立ち上がりは好調、 トップを力走していたのであるが、

後半の追い込みでつまづき転倒。結局、ピリになってしまった。と乙ろが、ギ

ャラ ')ーは大事ぴ、爆笑。人の災難は笑11:楽しいとみえる。再び僕 1人でまた

別の倒ゲームを強いられる。また、乙乙でギャラリ は大喜び。やっている本

人の ζ とを考えてほしいものだ。乙のとき ιそ人間不信に落ち入ってしまいそ

-22-
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うであった。次のユースでは、誰かがいけILえになる番だとほくそえんだ。

次は鹿児島イブスキユースであった。ミ ーテイングでのレク リェーションに

参加し、ウルトラ?/と 8マンをやらされた。乙こでの記憶はあまりない。

きて、次は霧島ユースである。乙のユースはユニーク伝人がやっていた。髪

をピ J クの リボンでたばね、スリムのGパンをはき、 ブーツをはいていた。近

々、結婚するらしく にやけた顔で彼のフィアンセを紹介していた。ここのミ ー

ティングのレクリェーションでは、よく覚えていないが伺かをして、リボンの

彼が目立った人を20人くらい前ILllj1び出した。 当然といった雰囲気で僕 もよ

ぴ出された。僕は別に目立ったとは思っていとよい。リボンの彼は僕の所につか

っかと歩みより「君、出ろ」と腕をつかみ、前IL僕をつれ出し、炭鉱節を腕ら

せたのである。炭鉱節を踊り始め、それをながめているギャラリ ーは、おもし

ろそうに手拍子をうつ。前に出された 20人を、 リボンの彼が、 l人、 2人と

もとの席へ戻していくー前ILは数人が残され、ま Tご踊らされていた。リポ J の

彼の助手が、麦わら帽子と安オルを持ってきて、僕だけに麦わら帽子をかぶせ、

タオル吾首にまきつけたのだ。僕はそんなカッコ悪いと思い、拒もうとしたが、

その場の雰阻気は、 それを許すものではなく 、僕はそれに甘んじてしまった。

僕はとく普通にふるまい、とく普通に踊っていた。ただ違っていたのは、僕だ

けいつもなぜか残されたのです。僕Tごけが、そのかっ乙うでただ 1人、前で踊

り続けた。ギキラリーは、笑いながら手をたたいていた。僕は、前IL出たまま、

リボ ンの彼が何か始めた。そして、罰ゲームの儀牲者として、女の子が呼び出

された。ややポテャッとして、まあまあの子だった。罰ゲームは、僕の背中IL

乗り、蝉をやれというものであった。僕もまんざら惑い気はしない。 いままで

の下積みがようやく酬いられたのではなかろうか。彼女は、ためらいながら、

はずかしそうに蛸をやった。 ζんな子がはずかしながらやっているのは、実に

かわいいものである。

最後にもう 1つ記憶に残っている乙とがある。 ど乙の宿泊先かは忘れたが、

そこの風呂は温泉であった。そこ で俺が、女湯をのぞいたというのだ。俺がそ

んな器用なまねをするわけがない(乙れはほんとうである)。後でわかったの
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であるが、犯人は先様であった。まったく 、失敬である。

僕は目立つのはきらいではとEいが、以上のようなことでしか目立たないのか

と思うと、どうも復雑な気持ちになる。 もう 2度ほど遠征を経験したが、それ

は実に楽しいものである。

H百和 54年度中国 ・東海地方遠征記

尾辻 {電子2) 

3月22日 (亦)

正門前で記念撮影のあと、予定よりややおくれて尾道 YHをめざしてス安一

卜した。途中事故で渋滞した。小春日和の晴天で、しばしば眠くもなる。はじ

めて泊まる尾道 YHは、ペアレントも同年代の若い人で、なかなかいい雰囲気

だった。夜、近くの千光寺へ案内されて、他のグループの人達もいっしょに、

尾道の夜鼠を眺めた。あまりきらびやかでぽ〈、俗化されていないようすで、

瀬戸内海の入江がよく似合う。その後のミーティングで、歌をうたった。畠中

の困じりがたれきがってもう 。

3月23日(金)

昨日 Kひき統きいい天気だ。今日は中村といっしょ ILランサーである。緊張

も少しずっとれてきたが、運転は、まだ安全運転にはな っていないようだ。 1

時すぎに、制11前市でまたも事故のため渋滞。ついてとよい位。バイパスを出る出

口がわからず、危険伝自にあった。日も洛ちて、あとは、自分Tこちで探さんと

いけん。 乙んとEとき無線車であれば。やっと芦屋YHを見つけると、も う、ス

バルや他のmも到着していた。
3月 24日(土)

きょうは、あいK<の雨で、運転もほとんどできなかったし、通り過ぎる女

の子にも手を振れなかった。予定よりかなり遅れて 11 : 3 0頃、京都IL入る.

京都 ・奈良をノンス トップで行ったのは、とても残念だった。途中、FTOl
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台がはぐれてしまい、結局、 FTOを信じて見捨てる ζ とKなる。初日と今日

2回目の A級早田きんは、途中まで好調に進むものの、 YHI1:つく前の畳後の

つめが甘く、いつも他の草花先を越されるが、今日も例外ではt"かった。名古
屋市内で道がわからなくとfり、となりにいたカップルの乗ったRX71L先導を

お願いした。快〈引き受けてくれて、東山公固までスプリンタ 一、ランサー他

全 4台を導いてくれた。やっと YHをさがしたと ζ ろ、なんと FTOが先につ

いていた。今日のOB会には、 5名位のOBが出席して下さった。途中、ずっ

と古いOBの方が一人乙られ、当時のなつかしい慰い出を語ってくれた。

3月25日(日)

再び晴天である。すc:<天気11:恵まれているようだ。名古屋を出て、静岡の

日本平YHが目的地である。 3: 4 5、前方IL雄々しい富士山を初めて見た。ほ

んとに美しい~をしていた。 乙乙でもまた、 YHへの道をきがすのにー苦労し

た。結局、日本平バーヲウェイを通って行かねばならなかったようである。乙

乙のYHの方針がYHらしくないYH、という乙と で、とても居心地がよかっ

た。なんといっても入浴が 10 : 00すぎまでよかったので、はじめでゆっくり

と疲れをとる乙とができた。りりしくも、イ ンベーダーゲームが設置されてい

た。みんとfお金をつぎこむのである。

3月 26日(月)

朝、食堂のいすにつくと、窓越しに富士山が見えた。いい感じだったな。今

日は、ついに伊豆の三余荘YHへ行くのである。はじめ FTOIL乗車していた

が、途中で大州さんのギャラン0811:かわ った。白水が乗るはずだったらしく、

何ともいえぬ、うらめしそうな目を向けるのだった。西津スカイライン~土肥

峠問を運転したが、山道でのハンドリングがメタメタだった。大州さんに教え

られた通りに練習しよう。

3月27日(火)

伊豆半島をぐるりと回り、箱根から再び日本平YHへ行った。伊豆半島の海

岸線の景観は、段高だった。ものすCくいい、きてよかった。特に、途中休憩 ' 

をと った所の海辺は遠浅で、海の色がまさに、 育、緑のすっといきれいな色だ
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った。もう 一度、何人かでゆ っくり とまわりたい。日本平YHK到着すると、

可愛いい小学生の女の子がたくさんいた。高須賀さんは、 YMC企のおにいち

ゃん。

3月28日(水)

今日は気のゆるみからであろうか、 6:15 K起きてしまい、整備にかけつけ

ると、既に点検は済んでいた。二度と ζのような ζ とのないようにと寄った。

3: 0 0ぐらいだったか、浜名湖につき、みんなでボ トに乗った。須藤さんは

ポート K乗っているときも 、つねにタオルを忘れなL、。 おかしかった。水でぬ

れたせいか、車K乗るとおしりがかゆし、。奥浜名湖国民宿舎が今日の宿泊所で、

さすがに YHとちがってり っぽだった。食器洗いはしなくていいし、風呂は広

いし。広カーブでの追い越しは避けるべきである乙とを学んだ。

3月29日(木)

8号スプリンターの舛重チ ムだった。無線車にもかかわらず、 Eスコ ス

が多かったが、 Eスコースするたびに、不思議と出たい道K出るので、そのた

びに 1-7号車を追い越した。合計3回もワープした。結局、ぴわ湖の賎ケ岳

YHKl若でゴールイン、うれしかったね。 もっともっと&級の人の運転を観

察して、 A級の人のわざをぬすもう。

3月30日(金)

ぴわ朔から舞鶴へぬけて、兵庫の域の崎へ行くコ スだった。 2日目の雨天、

どしゃぶりで運転がしにくかったが、震からは雨もあがって、若狭湾の眺めが

すばらしかった。昼食のとき、近くのくだもの屋で、白水とリンゴを買ってか

じった。遺征も残すと乙ろ 3日となり 、安全述転というものを自分なりにわか

ってきた。いま一度、初心K帰って、全員無事に工大へ帰れるよう気を引きし

めてい乙う。

3月31日(土)

今日は、余部YHから、 山際路を松江 ・宍道湖→出雲大社→日御崎と下って

いった。海岸線fC出ると、波しぶきでまっ臼にとZっている。迫力ある日本海が

広がる。太平洋岸のおだやかな海面とは正反対で、さすが日本海の荒波という
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だけはある。再び山道走行をしたが、はじめの時よりはいくらかよくなったも

のの、まだまだだめだ。特?と、ハンドルの戻しが悪い。 ラリーをするKも、ま

ず十分なハ ンドリングがなければ走れない。練習し往けれぽだめだな。出雲大

社の駐車場績のおそば屋さんの客引きをしていた女の子 3人に精いっぱい手を

娠った。日御崎で愛媛大の自動車部を見かける。まったくの脈行気分で、工大

の遠征とはほど遠いようだった。やはり KITACはすばらしL、。

4月 1日(臼)

いよいよ最後のYH萩を目指して出発した。途中、再び出雲大社へ寄り、今

度は参詣した。天気は思わしくなく、萩へついたときは雨だった。なんと、線

本さんと西村さんが早くも出迎えに来ていた。工大には、みな就職先へ行った

後で、だれもいないようだ。萩YHの女性のホス テラーの多い乙と、いままで

ιんな乙となかったのに。

4月2B (月)

途中、石野田さんの出迎いをうけ、 12 : 3 0すぎ、 やっ とや っと工大IL到着。

遠征をふりかえって、あらためて、安全運転とはこう い うものだというのが、

理解できたように思う。朝の始業点検も、は じめは、だら だら してたのが、中

頃から、機敏に行なえるようになったし、先砲とも親しくなる乙とができ、遠

征lζ行ってよかった。今後も、安全運転を励行しよう 。

3年半をふり返って

大原 (機B4 ) 

思い出その①

まずなんといっても全日整備で名古屋11:~ダで行けた乙とである。最初っ

きそいで行くだけのつ もりだったのだが、欠員ができて急きょ正選手として

出る乙と ILI.l:った。ゆえになーんも勉強してなかった。まあ何とかなるやろ ， 

と、 8月1日早朝、九工大ス ター ト。 しかし真夏の、その上真昼になるとも
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うたまらん、脱水症状のととなって汗也出んようになる。 ιんなんで名古屋

までいけるとかいな、と思いつつも夜 9時Cろ明石の孝橋宅につく。乙乙で

ビール飲み歓題、すし食い放題。風呂に入って、クーラーっきの部屋でグシ

スリねむり乙ける。翌朝名古屋へ出発、午後から名大で説明会、その後宿屋

K行く 。宿屋でやっぱ少しは勉強せ住いかんと本をあけて説台。車両部門の

相稼武藤と作戦会議を開いたら、オ y タマゲタ ~。武藤はな~んも知らん。

ドレンコックも知らんし、ヲラッチ高さ調整も知らん。あわてて一通 り教え

るが、教える本人もあんまり自信がない。不安、不安、不安、不安ー 。

そして当日 8月3日、ロジキーのテーマとともに入場行進。その後淵上と徳

永がペーパーテストに行く。残り大州、武藤と 3人で試験会場IL。単体は大

州 1入、単体部門の問題は動かんエ ンジンを動くようにする。車両部門は基

礎的な点検項目をやる。合図とともに競技開始、わかるのからやっていった

が、わからんのがやっぱりいく つかあった。あがって、 何ばしよるかわから

んととなるし、車の下。Eもぐり乙むときは、つなぎのポケットの申IL入っと

った金をパラま くし、散々ゃった。大州の方をテラと 見ると、セルは図われ

どエ ンジンはかからずと いった風で、さかんにパック 77イヤーをさせよっ

た。 こんなんで予選通るっちゃろか、不安、不安、不安 0 ・…。

競技が終って近くの喫茶広K行〈 。調子よかったのは、淵上だけみたい。い

っときして結果を見にゆく。ナセ'か、ナぜか知らんが、予選通過である。本

選K出れるのは 28位までで 26位、ウレシカ~。喜びなが ら宿屋へ帰る。

宿屋でメ シを食ったあと、また武藤を特司iI(前日と同段、教える本人もわか

ってf，tい)、 8月4日本選K望む。今度はペーパーはなく、単体部門で大州

と徳永、車両部門で淵上 ・武藤 ・私とにわかれる。車両の問題は、オーパー

ヒー ト、高速不調、ヘァドランプがつかんなどを直す。ヘッドラ J プ以外は

まあまともにや ったつ もりだが、結果をみるとあんまりよくなかった。やっ

ぱり K IT流の「乙んなもん」という整備法じゃ、得点に結びつかんみたい。

成績は 28校中 25位。 1位上がっただけに終った。その晩名古屋を立ち、8

月5日朝孝橋宅に若く 。朝めしくって昼まで寝て、昼メンにソウメン食って
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その晩工大に向けて帰る。 8月6日朝、無事工大着。

腕がつかれてき たので、 後は簡単に記す。

思い出その②

2年、 3年、 4年と 3回インカレK出れた。結果は言いたくない。

思い出その③

2年のとき新人戦フィギュアで完走グ タイム 10分 00秒。結果は書き

たくなし、。

思い出その④

昨年のKITの試走で日出生台の近くでジェEニのタイヤが3本パースト

(だれかさんのせいで)、スペアーが 1本しかなく、残りの 2台で 4人、 5

人乗車で帰り、すぐ大州と 2人でタイヤを持ってゆく (その眠かった乙と)。

その時食べたイノシ ν汁のうまかったこと/

その他書き出せばきりがないので、乙乙 らでやめておく。

後輩諸君よ "向動車部員であ ったという 思い出をた くさんつくろう。

しかしオレは思い出ばっかりにひた っとるつもりじゃないぞ。まだ 1年以上あ

るか ら、ますます活躍するつ もりであるグ

~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~

私が自動車部に入部して、早くも 4年近くすぎようとしています。

ふりかえってみると、たくさんの思い出が残っています。

合宿、遠征、募金、全日整備大会、新人戦フィギュア、全九フィ ギュア、 イノ

カレラリー、全九ラリー、そしてスカベ J 、K 1 TナイトラリーづくりなどとE

ど ー。

楽しかった乙とはもちろん、きつく苦しく、はがゆいことも今では伝っかしい

思い出となって残っています。

諸先輩の方々も乙の部誌によって、昔の九工大自動車部時代の乙とを恩い出し

てもらえる ζ とと思います。
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巌後1己、藤原先生又諸先毅の万々に、自動車部がより一層発展するよう末長く

御指導下さる乙とを心からお願い致します。

また、後輩諸君が今まで先輩が築いてきた自動車部を受けつぎ、よりよきもの

としてくれる ζ とを期待しています。

~ ・_.- ・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~・~

私、前年度主将をやっておりました大原です。

昨年幹部がだらしなかったせいで、部誌を出せと正かった乙とを深く、深く反省

しております。

もし部誌にスペースがありましたら、乙れを載せてもらうつもりで書いていま

す。

前年度の幹部を独断と偏見をまじえて、手短かに紹介させてもらいます。

主将 ・大原 ー 別IL言 う乙ととよし。

副将 ・松元 ー・狂いだすと手lとおえん。

副将 ・光成 .....自宅生のような下宿生。

会計 ・孝橋 九帳I面、貯金が趣味。

書記・中村

箆備 ・島原

ー無類の女好き、近Cろはオカマを相手tとしている。

盤備力部内で一番、時々狂う。

ラリー・太田 ー借金が趣味、ラリ のためならなんのその。

フィギュア ・稿川 ・乙の男のおる研究室の先生は好かん。

連盟 ・府内 ー 空気そのもの、乙乙一番のときはちゃんといる。

ガノリン会計 ・岩尾 ーー平和な人につきる。

体育幹事・石田 スプリノター 1200SLを乙ょなく愛す男。

OB連絡 ・淵上 ー 外泊が趣味、いつもどこにおるかわからん。

OB連絡・ 太田 ー ・一年のときはラリー好き。夢ふくらむ国家公務員。

以上であります。乙乙におる誰一人としてぬけていたら、昨年はうまくいかとE

かったと思っτいます。みなさん御苦労さんでした。

nu 
q
d
 



自動車部に入部 して

山本 (金加3) 

もし、帆足さんに声をかけられなかったら、自動車部には入部していなかっ

たと思います。やっていけるのだろうかという一種の不安はありましたが、 女

の先輩がいる乙とだし、どうにかなるだろうと。

段初はとまどって、どうしていいかわからず、先載もしかり。なかなか慣れ

ませんでしたが、好きなようにやってきたような気がします。 1年の夏休みに

どうにか免許がとれほっとして、 フィギュアは首をつつ乙んだが全くダメ。 ラ

リーは、全九ラリーにナピで参加しましたが、 7 /ラッキ-Kもマフラーの領

傷でリタイヤ。でも、藤原杯ではカリをして一度優勝、乙のときはうれしかっ

た。遠征は、楽しかったというよ り疲れました。名古屋ユースでOBの方々に

会えた乙とは、とても有意義でした。

好き'.;.cとやるんだから、苦しいことがあってあたりまえ、音量かがいってた

乙の言葉、そう思えるようになったのは、引退間際。辰後まで余絡がなく、人

の思いやりに気づかなかったことが、心残りです。来年は、女の子が2・3人

まとめて入部してほしいと願っています。

合合合合合食合女合f:r合合食会台育食合会食食食合合合合台育女合会食合合食女合

O 次の方々から寄付をいただきました。

昭和 52年 黒 瀬 ( 5 0年卒)

田 中 ( 5 0年卒)

首 藤 ( 5 0年卒)

中 西 ( 5 0年率)

昭和 53年 3月 堀 ) 11 ( 4 9年卒)

昭和 54年 1月 畑 中 ( 5 0年卒)
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昭和 54年遠征Os会にて

字塚

黒瀬

r茸尻

武地

乙の紙面をかりてお礼申し上げま す。

( 4 3年率)

( 50年卒)

( 50年卒)

( 51年卒) (敬称略)

O 流星第 9号の新入部車の寄付の欄で、伊東広一先預の寄付が r1万円」 と
f.lっていますが、 ζれは r1 0万円」の誤りでした。

訂正し、深くお詫び申し上げます。

O 部員。は、ただ今、改正中ですので、割愛させていただきます。

O 昭和 52年度幹部の皆きんから、 記念品としてガレ ジジ ャァキを寄隠し

ていただきました。
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昭和 54年度役員部員名簿

-33 

＜目次へ戻る＞



編集後記

流星 9号が出版きれ、 2年の歳月がすぎて、やっと 10号

が出せました。

乙の編集を手がけはじめたとき 11:は、あれもこれも載せよ

うと考えていたのですが、考えていたものの半分も載せる乙

とができなかったような気がします。 ζれは、編集委員の怠

慢から くる ものだと、深〈反省しています。 しかし、 Eの部

誌により、少しでも現在の部の現状を知って もらい、 06と

部員とのかけ橋となれば幸いです。

流星 10 号

!昭和 55年 2月 日発行

発行者 流星編集委貝会

印刷所 (株)ゃまだ
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